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作家の受容と「世界」の視座
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中でこそ、その本質が最大限に引き出される作品と言え

ヨー回ッパ諸国におけるEレ ンス受容につぃてのよぃ  ルの Lawrence研究における南アフリカの学術的貢献の手引きになるのが、とaψ C力θ″α●/日 本公開と同年に出  低さに対する自意識。もう―っは、上記の 77ne Recのゎη版された、chHsta」 ansOhnと Dieter Mehl編による乃e  oF D″ とa,～|ィeη ce arOυησ tte t4ん 〃dの 「世界」における月e中あη。/D μ ιttЮηceわ ごげ′り,eで ある。この種の  南アフリカの不在である。その不在部分を埋めるかのよ研究としては、すでに 1999年 に、飯田武郎氏の編集に  ぅに、本書の大半が、南アフリカ出身の研究者たちによよる乃e Receρ ゎη οF D 7L/ι aV1/rence a2/oυ ρdめe t4/o〃d  る回顧録と書簡、そして既出論文の再録によって構成さが発表されてぃる。前者は、射程範囲を「世界」力ゝら「ョ  れてぃる。それはまるで、 この国におけるLawrence研一ロッパ」に限定するが、紹介される国数は後者に匹敵  究史・教育史の自伝あるいは伝記のごとき印象を与える。する。本論集は、ョー回ッパ各国の Lawrence受 容史研  本書は、南アフリカにおけるLawrence教 育の歴史だけ究としても利用可能であるが、全体を通読することで、  でなく、この国における「英文学」とぃぅ学問制度その一人の作家を参照点とする
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回ッパ文化のダィナミク  ものの盛衰の過程――その背後には、FR Leavisの 多大スが浮かび上がってくる。 その大きなコンテクス トに  なる影響と、それへの抵抗の歴史があった一― を知るうLawrenceを 再配置することで、新たなLawЮ nce研 究の  ぇでも貴重な一冊である。全体的にやゃ保守的な印象は可能性が見えてくるだろう。例え|」 、Lawrenceの 国外  否めなぃが、それでも、新たに収録された論文を熟読す受容の過程で必然的に生じる文化的摩擦力によって自ず  ると、ポス ト・ァパル トヘィ ト時代の状況に対する強ぃと際立ってくるのが、この作家の Engiにhnessの 問題で  意識とともに実践 されるテクス ト解釈は、強烈な読みのある。各国の受容論をうまく再構成することで、国外受  ァクチュァリティに満ちてぉり、今後の Lawrence研 究容の観点からLawrenceの En9 ishnessを 逆照射するた  における'sOuth Afttcan perspeclves'の
重要性と可能性めの有効な視座が得られるだろう。また、文化的摩擦力  を強く感じさせるはずだ。の一要素としてしばしば焦点が当てられるのが、翻訳と   本書の登場によって、Lawrence研 究における「世界」いう行為である。本書から見えてくるのは、翻訳による  は、ょり実質を伴った意味での「世界」に近づぃた。次Lawrenceの 'cuturJ apprOpttaiOn'の 様子――

ra symbol  
に来るべきは、「世界」の多様な視座間の交渉だろう。そofthe sp″にual state of Our epoch','part of Our cuttuЮ

'と   のためにも、まずは、`sOuth Aflcan perspecives'に
対しての回収、あるいは政治的プロパヵンダのための利用  する「世界」からの応答が求められる。一―であり、さらに、文化的アレコリー化 としての翻訳

― 鶏 慶邦行為そのものの特性である。

同年、Lawrence受 容研究はさらなる広がりを見せた。
a″ ιapre/7ce aroLfrdめ e174/。 rra sουめパfricaρ Despec_
″vesの 登場である。編者の」im Phdpsと Nttd B引 は、
本論集出版の主な動機を二つ挙げるの一っは、国際レベ
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